
 
 
 

公表日：2026 年1 月8 日     保護者等数：6 名 回収数：4 名 割合：67％     児童多機能型事業所プラス・スタイル 

 チェック項目 は い どちらとも いいえ わからない ご 意 見 

環
境
・
体
制
整
備 

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されているか。 4 0 0 0  

2 職員の配置数は適切であるか。 4 ０ ０ ０  

3 

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障がいの特性に応じて、バリアフリ
ー化や情報伝達等への配慮が適切になされているか。 

4 ０ ０ ０  

4 
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 4 ０ ０ ０  

適
切
な
支
援
の
提
供 

5 
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のあ

る支援が受けられているか。 4 ０ ０ ０ ・安心してお願いできます。 

6 
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内

容と合っているか。 4 ０ ０ ０  

7 

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観
的に分析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成さ

れているか。 
4 ０ ０ ０  

8 

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」
で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、
その上で、具体的な支援内容が設定されているか。 

4 ０ ０ ０  

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 4 ０ ０ ０  

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されているか。 4 ０ ０ ０  

11 
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこ
どもと活動する機会があるか。 2 １ 0 1  

保
護
者
へ
の
説
明
等 

12 
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等
について丁寧な説明がなされたか。 4 ０ ０ ０  

13 
「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされた
か。。 4 ０ ０ ０  

14 

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレ
ーニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行
われているか。 

4 ０ ０ ０  

15 
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の
状況について共通理解ができているか。 4 ０ ０ ０  

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われているか。 4 ０ ０ ０  

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思うか。 4 ０ ０ ０  

18 

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士
の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。ま

た、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の
交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援がされている
か。 

2 0 1 1 ・こちらも望んでいない。 

19 

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備され
ているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があること
について周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に

対応されているか。 

4 0 ０ ０  

20 
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされて

いると思うか。 4 ０ ０ ０  

21 

定期的に通信やホームページ・SNS 等で、活動概要や行事予定、
連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者

に対して発信されているか。 
4 ０ ０ ０  

22 個人情報の取り扱いに十分注意されているか。 4 ０ ０ ０  

非
常
時
等
の
対
応 

23 

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マ

ニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説
明されているか。また、発生を想定した訓練が実施されているか。 

4 ０ ０ ０  

24 
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必
要な訓練が行われているか。 4 ０ ０ ０  

25 

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知され
る等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思う

か 。 
4 ０ ０ ０  

26 

事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連

絡や事故が発生した際の状況等について説明がされていると思う
か。 

3 １ ０ ０  

満
足
度 

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 4 ０ ０ ０  

28 こどもは通所を楽しみにしているか。 4 ０ ０ ０ 
・いつも楽しそうに通所して

います。 

29 事業所の支援に満足しているか。 4 ０ ０ ０  

 
 

保護者からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表：1/1） 



 
 
 

公表日：2026 年 1 月8 日     スタッフ数：7 名 回収数：7 名 割合：100％     児童多機能型事業所プラス・スタイル 

 チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点など 

環
境
・
体
制
整
備 

1 
利用定員が発達支援等のスペースとの関係で適切

であるか。 7 0 

・一つの場所に密集しないよう活動スペースを分散したり、注意がたもてるよう仕
切りを使用する等、人数や発達特性、活動内容にあわせた環境設定を行ってい
る。（過密にならないよう、見通しを保てる環境を維持）                 

2 
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置

数は適切であるか。 7 0 
・利用人数、定員に合わせた人数配置を調整し、死角をなくすことを目的に、臨機

応変に連携が行えるよう配置している。 

3 

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された
環境になっているか。また、事業所の設備等は、

障がいの特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達
等、環境上の配慮が適切になされているか。 

7 0 

・活動の見通しが立てやすい環境(スケジュール、自立活動、伝達方法の教示等)子
どもの発達段階に応じた設定を行っている。 

・危険個所の把握や共有を行い、必要に応じた補修や補助を行っている。 

4 

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境にな
っているか。また、こども達の活動に合わせた空
間となっているか。 

7 0 

・毎日、使用した物品、場所の清掃を行っている。 
・週１回、全体点検及び清掃を行っている。（月ごとの計画に基づき） 
・エアコンや空気清浄機の清掃を定期的に行い、清潔な環境を保っている。 
・湿度、気温に配慮し空調管理を行っている。 

5 
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用
することが認められる環境になっているか 。 7 0 

・仕切りを使用し、休憩スペース、自立課題スペース等を設定している。 
・休憩スペースの使用の仕方を絵カードで掲示している。個別部屋の使用方法につ

いて適切な教示を行い、誰もが使用できる態勢を整えている。 

業
務
改
善 

6 

業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標
設定と振り返り）に、広く職員が参画している

か。 
7 0 

・毎日の申し送り及び月1 ミーティングにて事業所及び各自の目標や課題設定、
業務に関する振り返りを行っている。 

7 

保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把
握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
7 0 

・事業所の強み弱みを精査し、強み関してはさらなる資質向上を、弱みに関しては
具体的な課題を上げ改善に取り組んでいる。 

・取り組みの様子や、結果を通信やSNS にて発信を行っている。 

8 
職員の意見等を把握する機会を設けており、その

内容を業務改善につなげているか。 7 0 

・月１回のミーティング時に業務の課題や振り返りを行っている。 
・日々の申し送り時に意見交換を行う時間を設定している。 
・意見について改善策を考え、実行、振り返りを行い、改善に繋げている。 

9 
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげているか。 0 7 ・現在外部機関は利用していない。 

10 

職員の資質の向上を図るために、研修を受講する

機会や法人内等で研修を開催する機会が確保され
ているか。 

7 0 

・外部研修や月に一度事業所内研修に参加できる体制を整えている。 
・研修報告書を職員間で共有し、多角的な視点や支援技術を学べるようにしてい

る。 

適
切
な
支
援
の
提
供 

11 
適切に支援プログラムが作成、公表されている

か 。 7 0 
・年間指導計画を作成しており、年度初めに保護者に通知を行っている。 
・年間を通して個々の支援計画に基づき支援プログラムを作成している。 

12 

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行

い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分
析した上で、児童発達支援計画を作成している
か。 

7 0 

・標準化されたアセスメントツール等(NC プログラム、人との関わりシート、
Vineland)を使用し、個別支援計画書を作成している。 

・面談や家庭訪問、日々の送迎時にてニーズを把握し、分析、課題検討し、計画書
の作成を行っている。 

13 

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支
援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる
職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考

慮した検討が行われているか。  

7 0 

・定期的な支援会議を行い、子どもの最善の利益に基づき作成し支援の方向性を共
有している。 

・計画に戻づいた支援が行えるよう随時連携をとっている。 

14 
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿

った支援が行われているか。 7 0 

・支援会議にて児発管より計画書の説明を行い、支援を行っている。 
・朝の申し送り時に、再度個別の計画について確認を行い、計画に沿った支援を行

っている。 

15 

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツール

を用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行
動観察なども含むインフォーマルなアセスメント
を使用する等により確認しているか。 

7 0 

・NCプログラム、人との関わりシート、Vinelandを用い、定期的にツールを用
いたアセスメントを行い、子どもの発達状況の確認を行っている。 

・日々、週、月にて行動観察を行い、様態変化や発達状況に迅速に対応を行ってい
る。 

16 

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ
ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人

支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支
援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな
がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されてい
るか。 

7 0 

・ガイドラインに基づき、本人支援、家族支援、移行支援、地域支援についての計
画を作成している。 

・具体的な支援内容および、個別に応じた配慮や手立てを設定している。 

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 7 0 
・年間指導計画書に基づいて、季節や発達に応じたプログラム内容の詳細をチーム

で話し合い立案している。 

18 
活動プログラムが固定化しないよう工夫している
か。 7 0 

・目的を明確にし、創作、運動、SSTなど多様な活動を提供し、個々に応じてプ
ログラム内容に工夫をこらし、固定化を防いでいる。 

19 

こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適

宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援
が行われているか。 

7 0 

・隔週で集団療育、個別療育を行っている。 
・個々に応じて、個別、小集団、大集団へと段階的に参加機会を設け、個別支援計

画に基づき、目標に応じた活動設定を行っている。 

20 

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その
日行われる支援の内容や役割分担について確認
し、チームで連携して支援を行っているか。 

7 0 
・業務開始前に申し送りの時間を設け、支援内容を共有している。 
・支援内容が変更の際は、担当職員が報告を行っている。 

21 

支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点
等を共有しているか。 

7 0 

・気づきや改善点は、その場で職員間にて共有をしている。 
・終了後にできなかった場合は、次の日の朝に行っている。 
・共有した内容を後日他職員にも伝達、職員全体で振り返る。 

22 
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支
援の検証・改善につなげているか。 7 0 

・その日のうちに記録は完結し、必要に応じて個々の支援課題を洗い出し、改善策
を申し送り時に職員間で共有している。 

・支援課題を共有ボードに書き出し、検証、改善を抜かりなく行っている。 

23 

定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画
の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っ

ているか。 
7 0 

・3カ月～半年に1回モニタリングを行い、計画書の見直しや保護者の意向確認
を行っている。 

児童発達支援事業所における自己評価結果（公表：1/3）  



 
 
 
 

公表日：2026 年 1 月8 日     スタッフ数：7 名 回収数：7 名 割合：100％     児童多機能型事業所プラス・スタイル 

 チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点など 

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携 

24 

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関
係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解

した者が参画しているか。 
7 0 ・児発管、担当職員が参加している。 

25 

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、

障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支
援を行う体制を整えているか。 

7 0 

・各分野の関係機関と適宜連絡をとり、共通した支援を行えるようにしている。 
・担当者会議やケース会議にて情報共有や課題共有を行っている。 
・園（参観日、行事がある際、適宜）見学を行い、情報共有を図っている。 

26 

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インク

ルージョン推進の観点から支援を行っているか。
また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、
特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っているか。 

7 0 ・適宜見学やケース会議を設け、情報共有および共通の課題認識を行っている。 

27 

就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校

(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互
理解を図っているか。 

7 0 ・個別に情報提供書類を作成、移行が適切に行えるよう伝達を行っている。 

31 

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必

要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会
を設けているか 。 

7 0 
・支援センター主催の研修に参加している。 
・見学をしていただいたり、ケース会議にて助言を受けたりしている。 

32 
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地
域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 7 0 

・児童館や地域の公園等の利用をしている。 
・地域の公共施設の利用を行っている。 

33 

日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こど

もの発達の状況や課題について共通理解を持って
いるか。 

7 0 

・送迎時に当日の様子や支援内容を申し伝えている。 
・モニタリング時に課題や意向をお伝えている。 
・必要に応じて相談支援の機会を設けている。 

34 

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対し
て家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提

供等を行っているか。 

5 2 

・家族等の参加可能な研修や茶話会の実施、通信にて周知を促している。 
・保護者のニーズを把握するためヒアリングを行っていく。 
・保護者が参加しやすい形式(日時、曜日、オンライン、短時間等)の工夫を講じて

いく。 

保
護
者
へ
の
説
明
等 

35 
運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明を行っているか。 7 0 

・契約時や必要に応じて書面にて、運営規定や年間の支援プログラム等の説明を行
い、同意を得ている。 

36 

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保
護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考

慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認
する機会を設けているか 。 

7 0 

・子ども、保護者の意向をお伺いし、個別支援計画書に記載、同意を得て支援にあ
たっている。 

・家庭訪問にて意向を確認している。 

37 

「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説

明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を
得ているか。 

7 0 
・個別支援計画書を用いながら、支援内容の説明を行い、同意を得ている。 
・不明点は無いか確認も行い、順序だてて具体的に説明を行っている。 

38 

定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する
相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行
っているか。 

7 0 
・適宜、個別に時間を設け、相談、助言を行っている。 
・専門職と連携し、多面的な支援が講じれるよう機会を設けている。 

39 

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を
開催する等により、保護者同士で交流する機会を
設ける等の支援をしているか。また、きょうだい

同士で交流する機会を設ける等の支援をしている
か。 

0 7 

・保護者会は行えていないが、送迎時に保護者同士で関わる機会あり、情報交換が
行えている。 

・勉強会、講座等、定期的な開催を計画していく。 

40 

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対
応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に
周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適

切に対応しているか。 

7 0 
・迅速に職員間で課題、改善策を共有し、業務改善に努めている。 
・職員全体で改善を行い、保護者への説明等を行っている。 

41 

定期的に通信等を発行することや、HP やSNS 等
を活用することにより、活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信し
ているか。 

7 0 
・月一回の通信発行や定期的なSNS発信を行っている。 
・インスタグラムを活用し、日々の様子を発信している。 

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 7 0 

・個人情報の取扱いについて契約時に保護者に同意を得ている。 
・SNS、写真共有時にスタンプ加工やモザイクなどの匿名化を徹底している。 
・書類は施錠できる棚に格納し、机上放置防止を徹底している。 

43 
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報
伝達のための配慮をしているか。 7 0 

・電話、メール、連絡帳を通して円滑に伝達し合えるツールを使用している。 
・書面や図面、具体物を用いて共有の柔軟性に配慮している。 

44 
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開
かれた事業運営を図っているか。 0 7 

・地域の公共施設を利用し、地域交流を行っている。 
・バザー等を開催し、地域住民の招待を計画していきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児童発達支援事業所における自己評価結果（公表：2/3）  



 
 
 
 
公表日：2026 年 1 月8 日     スタッフ数：7 名 回収数：7 名 割合：100％     児童多機能型事業所プラス・スタイル 

 チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点など 

非
常
時
等
の
対
応 

45 

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防
犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定

し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想
定した訓練を実施しているか。 

7 0 

・年間安全計画に基づき月1回以上、訓練を行っている。 
・各安全対策についてマニュアルを作成し、常時確認できるようにしている。 
・採用時には必ずマニュアルの読み合わせを実施している。 

46 

業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常
災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必
要な訓練を行っているか。 

7 0 

・月1回以上、防災訓練を行っている。 
・防災バックの点検を定期的に行っている。 
・業務継続計画の策定をし、定期的な研修を行っている。 

47 
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこど
もの状況を確認しているか。 7 0 

・受診歴、服薬の情報を初回アセスメント時に確認を行っている。 
・変更確認を随時行い、おくすり手帳等の控えを保護者から受け取っている。 

48 
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指
示書に基づく対応がされているか。 0 7 ・アレルギーや好き嫌いの聞き取りを行い一覧にしている。（現在対象者なし） 

49 

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓

練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十
分された中で支援が行われているか。 

7 0 
・危険箇所や物品破損についてチェックシートを用いて整備や補修を行っている。 
・毎週の清掃の際、点検を行い、修繕が必要な際は迅速に対応している。 

50 

こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図
られるよう、安全計画に基づく取組内容につい
て、家族等へ周知しているか 。 

7 0 
・通信やSNSにて発信している。 
・引き渡し訓練時に周知している。 

51 
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向
けた方策について検討をしているか。 7 0 

・記録のフォーマットやマニュアルに基づき、対応、情報共有、改善策の提案、実
行を行っている。 

・業務開始前に職員間で想定されることについて共有している。 

52 
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしているか。 7 0 

・虐待チェックリストの自己チェックや研修を行っている。 
・虐待につながる支援について等の研修を行い、意識啓発を行っている。 

53 

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに
ついて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前
に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計

画に記載しているか。 

7 0 

・現在該当児はいない。 
・契約時に説明を行っている。 
・研修にて三原則「切迫性・非代替性・一時性」の理解を深めている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児童発達支援事業所における自己評価結果（公表：3/3）  



事業所における自己評価総括表（公表） 
 

〇事業所名 児童多機能型事業所プラス・スタイル（児童発達支援） 

〇保護者評価実施期間 R7 年 10 月 22 日  ～  R7 年 11 月 4 日 

〇保護者評価有効回答数 （対象者数） 6 人 （回答者数） 4 人 

〇従業者評価実施期間 R7 年 10 月 22 日  ～  R7 年 10 月 31 日 

〇従業者評価有効回答数 （対象者数） 7 人 （回答者数） 7 人 

〇事業者向け自己評価表作成日 R7 年 12 月 25 日 

【分析結果】 

 
事業所の強み（※）だと思われること 

※より強化・充実を図ることが期待されること 
工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等 

1 

【満足度】 
こどもは安心感をもって通所し、楽しみにしてい
る。また、支援に満足している。 
 

（保護者:はい 4/どちらとも 0/いいえ 0/わからない 0） 
 

・お子様が意欲的に活動に取り組むことが出来るよ
うに強化子を生かした支援を実施している。 

・成長の見通しを持ち安定した子育てが行えるよう
に、保護者様の気持ちに寄り添い、現状や課題、
関わり方などをこまめに伝えている。 

・好奇心や意欲をさらに持てるような効果
的な療育の提供を行うとともに、安心し
て通所していただけるよう、進捗状況を
保護者様と共有していく。 

・支援の質の統一が行えるよう、支援者の
スキルアップのための事業所内研修や外
部研修への参加を積極的に行い、更なる
学びを深めていく。 

2 

【環境・体制整備】 
清潔が保たれた構造化された空間で、必要に応じ
た活動スペース及び人員配置を行っている。 
 

（保護者:はい 4/どちらとも 0/いいえ 0/わからない 0） 
（従業者:はい 7/いいえ 0） 

・写真や絵ｶｰﾄﾞを必要な場所に提示し、床の色をｽﾍﾟ
ｰｽ毎に変え、ｿﾞｰﾆﾝｸﾞし、視覚的に分かりやすい構
造化を図っている。 

・過密にならないように活動スペースを分散した
り、注意がたもてるよう仕切りを使用する等、人
数や発達特性、活動内容にあわせた環境設定を行
っている。 

・利用人数、定員に合わせた人数配置を調整し、死
角をなくすことを目的に、臨機応変に連携が行え
るよう職員配置をしている。 

・消毒、清掃のﾏﾆｭｱﾙ化を行い、日、週間、月間清掃
計画に沿って行うとともに、適宜清掃、物品補修
を徹底して行っている。 

・日々、追加で必要な構造物はないか、清
潔・安全は保たれているかの改善の目を
持ち積極的に個々が行動をすることや、
話し合いの場を定期的に設け、改善化を
図っていく。 

・利用児童個々の発達に応じた構造化の使
用ができるよう支援者のスキルアップを
図っていく。 

3 

【業務改善】 
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する
機会や法人内等で研修を開催する機会を確保する
とともに、業務改善を進めるための PDCA ｻｲｸﾙ(目
標設定と振り返り)に広く職員が参画している。保
護者や職員からの意見を聴取し把握している。 
 

（従業者:はい 7/いいえ 0） 

・毎月法人内研修を実施しており、外部研修につい
ては告知し、適宜参加している。 

・受けた外部研修の伝達講習を行っている。 
・研修報告書を職員間で共有し、多角的な視点や支

援技術を学べるようにしている。 
・全体目標と個別目標を月毎に立て、実行、振り返

りを行い、良い所や改善点の共有ができている。 
・定期的な個別振り返りや面談を行っている。 

・業務改善の成果を「見える化」し、進捗
の効果の共有、改善のための実行計画を
立て、全スタッフで実行していく。 

・定期的に効果のアセスメントを行い、迅
速な改善に取り組む。 

4 

【適切な支援の提供】 
こどもと保護者のニーズや課題を標準化されたツ
ールを用い客観的に分析し、児童発達支援計画を
立案し、具体的な支援内容にそって、活動プログ
ラムが固定化されないようにチームで立案し、工
夫した支援を特性に応じて提供し、定期的にモニ
タリングや支援の検証を行い、児童発達支援計画
の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っ
ている。 
 

（保護者:はい 4/どちらとも 0/いいえ 0/わからない 0） 
（従業者:はい 7/いいえ 0） 

・ＮＣﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、ＶｉｎｅｌａｎｄⅡ、ＰＥＣＳ、人
との関わりｼｰﾄ等のﾌｫｰﾏﾙなｱｾｽﾒﾝﾄの実施と聞き取
りやﾋﾔﾘﾝｸﾞ等のｲﾝﾌｫｰﾏﾙなｱｾｽﾒﾝﾄを適宜行ってい
る。 

・児発管→担当ｽﾀｯﾌが中心となり、全ｽﾀｯﾌへの周知
共有を行っている。 

・月間のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに基づき、個々の特性や季節に応じ
て臨機応変に組み立て、内容の変更、適宜見直し
や工夫点をチームで考えている。 

・日々の記録を記入漏れのないように、項目に沿っ
てそれぞれ記入している。改善につなげるために
記録から行動分析を行い共有し、ｽﾀｯﾌ全体の支援
の質の向上を行っている。 

・時期を明確化し、保護者様と話し合い見直しを行
っている。 

・児童発達支援計画を基に、保護者様と共
にお子様の成長にしっかりと向き合い、
充実かつ効果的な発達支援を提供してい
くことができること、また、記録を通し
て、お子様の課題や現状、必要な支援が
保護者様と共有が行えるよう、スタッフ
間で研修を行い記入のスキル向上を行
う。 

・専門的な知識の向上とそれにともなう実
践スキルの向上を目指し、多角的な研修
プログラムを立て啓発を行う。 

・一貫した支援が行えるよう、支援者同士
で相互チェックを行う環境を整える。 

5 

【関係機関や保護者との連携】 
担当者会議や関係機関との会議へ参画し、情報共
有や相互理解を図っている。また、日頃から子ど
もの発達の状況や課題について共通理解が図られ
るように機会を確保している。 
 

（従業者:はい 7/いいえ 0） 

・適宜ケース会議等に児発管を主に担当ｽﾀｯﾌや主任
が参加し、情報共有を行っている。 

・相互に訪問し合い様子の共有を行っている。 
・来所時、降所時、送迎時に必ず保護者様に声を掛

け、様子の聞き取りや伝達を行っている。 
・家庭訪問、事業所内相談を適宜行い、お子様の様

子や今後の課題を話し合っている。 

・事業所だけで療育を完結するのではな
く、ご家庭や関係機関と連携し支援体制
の強化が行えるよう、各機関のリソース
の共有を行い、より効果的な支援の提供
を行っていく。 

・保護者様へケース会議開催の啓発を行
う。 

・会議以外にも適宜電話やオンラインにて
情報共有を行っていく。 

6 

【保護者への説明等】 
支援計画を基に支援した内容を日々の伝達共有を
行っている。また、定期的に家族等からの子育て
の悩み等に対する相談に適切に応じ、共感的に面
談や必要な助言と支援を行うとともに共通理解に
努めている。 
個人情報に留意し、定期的に通信等を発行するこ
とや、HP や SNS 等を活用することにより、活動
概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保
護者に対して発信している。 
 

（保護者:はい 4/どちらとも 0/いいえ 0/わからない 0） 
（従業者:はい 7/いいえ 0） 

・定期的に調整を行い、家庭訪問や事業所にて面談
時間を確保している。 

・随時必要とされる時には時間を設け行っている。 
 
・個人情報の取扱いについて契約時に保護者に同意

を得、SNS、写真共有時にスタンプ加工やモザイ
クなどの匿名化を徹底している。 

・書類は施錠できる棚に格納し、机上放置防止を徹
底している。 

・月一回の通信発行や定期的な SNS 発信を行って
いる。 

・個別相談だけでなく、グループでの学習
会や、茶話会などの機会を通して、悩み
の共有や、支え合いの場の提供を行って
いく。 

・実際の支援を参観し、具体物や構造物を
使って体験をしていただくことでより理
解を深めていただける場を設けていく。 

7 

【非常時の対応】 
業務継続計画（BCP）、各種マニュアル及び安全計
画を策定し、職員や家族等に周知するとともに、
発生を想定した訓練を実施している。 
 

（保護者:はい 4/どちらとも 0/いいえ 0/わからない 0） 
（従業者:はい 7/いいえ 0） 

・発生時スムーズに動けるように、各種マニュア
ル化を行い、年間の計画に基づき、様々な想定
をして毎月訓練計画作成および実施している。 

・引渡し訓練を行っている。 
・適宜及び入職時には研修を行い理解する場を設

けている。 

・年間計画に沿った実施だけではなく、
個々の利用児童の実行機能能力の把握を
行い、想定外の訓練にも迅速かつ適切な
対応力が向上するよう訓練を継続してい
く。 

 

 
事業所の弱み（※）だと思われること 

※事業所の課題や改善が必要だと思われること 
事業所として考えている課題の要因等 

改善に向けて必要な取組や 

工夫が必要な点等 

1 

【適切な支援の提供/関係機関や保護者との連携】 
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他
地域で他のこどもと活動する機会があるか。 
 

（保護者:はい 2/どちらとも 1/いいえ 0/わからない 1） 

（従業者:はい 7/いいえ 0） 

・児童館や地域の公園等公共施設の利用
をしており、お子様も楽しそうに活動
する様子も見られるものの、保護者様
のお感じになっている十分な機会には
至っていない状況である。 

・活動内容や参加機会について、保護者様
によりわかりやすく周知するとともに、
交流の回数や形態の改善を検討してい
く。 

・地域の他施設や団体との連携をさらに強
化し、個々のお子さまに合わせた交流の
機会を確保する。 

2 

【保護者への説明/関係機関や保護者との連携】 
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレ
ント・トレーニング等)や家族等も参加できる研修会や
情報提供の機会等が行われているか。 
 

（保護者:はい 4/どちらとも 0/いいえ 0/わからない 0） 

（従業者:はい 5/いいえ 2） 

・通信や家族の参加可能な研修等の案内
など、情報提供が中心で、参加機会が
限定的である。 

・保護者のニーズを把握するためのヒアリ
ングを行っていく。 

・保護者が参加しやすい形式(日時、曜日、
オンライン、短時間等)の工夫を講じてい
く。 

3 

【保護者への説明等】 
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等によ
り、保護者同士の交流の機会が設けられるなど、家族
への支援がされているか。また、きょうだい向けのイ
ベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会
が設けられるなど、きょうだいへの支援がされている
か。 
 

（保護者:はい 2/どちらとも 0/いいえ 1/わからない 1） 

（従業者:はい 0/いいえ 7） 

・送迎時等の自然発生的な関わりに留ま
っており、計画的な支援の場づくりが
なされておらず、不定期開催となって
いる。（2025 年度の実施無/継続的な
場は未整備） 

・希望していない保護者もおり、ニーズ
の把握（開催内容・日時・所要時間・
開催場所等）が適切に行えていない。 

・小規模な交流会や行事を試行的に実施し
ていく。 

・参加状況、意見・感想の収集し、保護者
様のニーズをヒアリングする。 

・継続可能な形に整理し、定例化を検討し、
年間で計画立案を立て、実施していく。 

4 

【非常時の対応】 
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から
速やかな連絡や事故が発生した際の状況等について説明
がされていると思うか。 
 

（保護者:はい 3/どちらとも 1/いいえ 0/わからない 0） 

 
 
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や
家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実
施しているか。/ヒヤリハットを事業所内で共有し、再
発防止に向けた方策について検討をしているか。 
 

（従業者:はい 7/いいえ 0） 

・事故や怪我が発生した際には、その都
度、当日の状況やお子さまの様子につい
て口頭等で説明を行っているが、連絡の
タイミングや説明内容が十分に伝わっ
ていないと感じられる状況である。 

・事故発生時の連絡について、より速やか
に行えるよう、連絡手順や体制を改めて
整理していく。 

・事故やヒヤリとする事案が発生した際に
は、状況説明について、経過や対応内容
が分かりやすく伝わるよう、説明方法や
内容の統一を図り、必要に応じて書面等
を活用し、保護者の方が後から振り返る
ことができる形での情報共有を検討す
る。 

5 

【業務改善】 
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につ
なげているか。 
 

（従業者:はい 0/いいえ 7） 

・内部での振り返りや改善は行えている
が、第三者評価が未実施であり、評価
が“内向き”に留まっており、客観的
視点による質の検証がなされていない
状況である。 

・外部評価機関の情報収集を行い、評価受
審スケジュールの検討を行う。 

・指摘事項の整理、内部評価との違いを分
析し、評価結果を職員会議で共有し、支
援の質の向上を図っていく。 

6 

【保護者への説明等】 
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれ
た事業運営を図っているか。 
 

（従業者:はい 0/いいえ 7） 

・地域の施設の利用はあるが、発信型
取組は事業所内での開催に関して、
収容人数や音響に関しての負担が大
きく、また、防犯や事故等安全上の
リスクを鑑みて行えていない。 

・事業所の休業日が土日である。 

・屋外でのバザー等を開催し、地域住民の
招待を計画し、地域に開かれた事業所運
営を目指し、地域交流の機会を広げてい
く。 

・地域行事の参加や出店を企画、実施し
ていけるよう開催等の情報収集を行っ
ていく。 

・地域の公共施設を利用し、地域交流を
継続していく。 

 
 

 


